
児童発達支援事業

特定非営利活動法人　kirara

ぽこ・あ・ぽこ藤戸

710-0133

住所

藤戸町藤戸３－６

電話番号 ４４１－５５９０

ＦＡＸ番号 ４４１－５５９１

メールアドレス

poco2011@mx41.tiki.ne.jp

ホームページ

利用定員

10名

開所日

月曜日～金曜日

開所時間

8：15～17：00

1歳児半から5歳児

スタッフ

保育士・介護福祉士

療育内容

子どもが学びやすい環境の中で自立を目指します。
・子どもへの個別支援：コミュニケーション・社会性・遊び方（余
暇）学習の仕方
・家庭への支援：適切な環境作り・発達の捉え方・関わり方
・環境調整：幼稚園・保育園との連携  療育の3つの柱 
「自分ででき
た」を豊かに経験し療育と家庭で共通した支援をすることで子どもの
成長を支えます。

利用児の主な疾病・障がい

自閉症スペクトラム、発達障がいほか

送迎 なし

その他のサービス

保育所等訪問事業

Information

ぽこ・あ・ぽこでは，1．子どもへの個別支援　２．家庭支援　３．環境調整（地域との連携）の3つの柱を大切にして、子ども一人
ひとりに合わせた自立を目指して療育を行っています

・保護者対象の勉強会の実施（3事業所全体の勉強会と，事業所内での勉強会を実施し，子どもの特性の理解や家庭での支援グッズ
作り，サポートブックの作成などを行っている）
・要望のある保護者に対して療育活動の見学，家庭訪問による家庭での支援のサ
ポートを行っている．

発達に課題をもつ子どもは，定型発達の子どもたちと「学び方」に違いがあります．
療育は，保護者と一緒に子どもの特性を共有して，一人ひとりに合った方法で支援を行うことで，子ども達が学び，「自立」に向
かっていくための場所です，

・保護者の方の学びにも力を入れています。ご家族の悩みや疑問をしっかり共有させて下さい。
・曖昧な成果ではなく、具体的に成果が実感できる対応や支援方法の提供を第一に考えています。

子どもの特性に合った育て方や教え方を工夫することで，子どもたちは確実に学んでいきます．療育の中だけでなく家庭生活の中で
できる手段方法を一緒に考えていきましょう.

療育を行う上で大切にしている事は何ですか？

保護者支援という視点で取り組んでいる事はありますか？

療育って何ですか？どういう事ですか？

事業所に質問してみました。

皆さんの事業所の「強み」は何でしょうか？

事業所を探されている保護者に一言！


